
二
〇
一
五
年
三
月
一
九
日
、
関
西
大
学
名
誉
教
授
泉
澄
一
先
生
が
逝
去
さ
れ
た
。
か
ね
て
よ
り
病
気
療
養
中
で
あ
っ
た
が
、
薬
石
効
な
く
八
二
歳
の
生
涯
を

終
え
ら
れ
た
。
三
月
二
一
日
に
通
夜
、
二
二
日
に
告
別
式
が
行
わ
れ
、
御
家
族
・
親
族
葬
と
の
御
意
向
で
あ
っ
た
が
、
関
係
教
員
、
こ
れ
ま
で
の
受
講
生
な
ど

数
名
が
参
列
し
た
。

先
生
は
、
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
一
〇
月
一
二
日
に
お
生
ま
れ
に
な
り
、
一
九
五
六
年
、
大
阪
学
芸
大
学
（
大
阪
教
育
大
学
）
を
卒
業
後
、
小
学
校
、

高
等
学
校
の
教
職
に
就
か
れ
る
か
た
わ
ら
、
研
究
の
意
欲
を
持
た
れ
、
一
九
六
六
年
、
関
西
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
史
学
専
攻
（
修
士
課
程
）
に
入

学
、
一
九
六
九
年
三
月
に
修
了
さ
れ
た
。

大
学
院
在
学
中
は
、
横
田
健
一
教
授
、
有
坂
隆
道
教
授
、
薗
田
香
融
教
授
の
薫
陶
を
受
け
ら
れ
た
。
横
田
教
授
の
当
時
の
受
講
生
に
は
、
中
世
史
を
志
す
大

学
院
生
も
出
始
め
、
連
歌
師
と
戦
国
大
名
の
研
究
で
知
ら
れ
る
鶴
崎
裕
雄
氏
（
帝
塚
山
学
院
大
学
教
授
、
現
役
時
の
肩
書
、
以
下
同
）、
戦
国
織
豊
期
の
石
垣

普
請
研
究
の
先
駆
者
、
北
垣
聰
一
郎
氏
（
東
大
阪
短
期
大
学
教
授
、
金
沢
城
調
査
研
究
所
所
長
）、
民
俗
学
の
田
中
久
夫
氏
（
神
戸
女
子
大
学
教
授
）
な
ど
が

前
後
し
て
共
に
学
ん
だ
。

泉
先
生
は
、
大
阪
の
ご
出
身
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
商
人
の
歴
史
に
関
心
を
持
ち
、
堺
や
博
多
商
人
な
ど
の
活
動
を
研
究
対
象
と
し
、
戦
国
織
豊
期
の
商
人
の

研
究
を
手
が
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
後
に
『
堺
と
博
多
』（
創
元
社
、
一
九
七
六
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

こ
の
書
で
は
、
堺
の
有
力
商
人
、
天
王
寺
屋
津
田
宗
達
の
茶
会
記
『
天
王
寺
屋
会
記
』
を
詳
細
に
分
析
し
て
、
天
王
寺
屋
と
博
多
や
豊
後
府
内
（
大
分
）
を

は
じ
め
と
し
た
九
州
各
地
の
商
人
と
の
交
流
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
商
人
の
交
流
は
、
平
戸
・
対
馬
・
尾
道
・
播
磨
・
越
前
な
ど
広
範
に
及
び
、
茶
会
記
と
い

う
こ
れ
ま
で
茶
道
史
で
主
に
注
目
さ
れ
て
い
た
史
料
を
用
い
て
、
戦
国
期
の
商
人
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
天
王
寺
屋
の
茶
会
記
に
は
、

畿
内
の
戦
国
大
名
、
三
好
実
休
（
長
慶
の
弟
）
や
本
願
寺
の
坊
官
、
下
間
氏
と
の
交
流
な
ど
、
こ
の
時
代
の
政
商
と
し
て
の
活
動
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い

る
。

泉
澄
一
先
生
の
御
逝
去
を
悼
む

原

田

正

俊
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一
九
七
九
年
三
月
、
日
本
中
世
史
担
当
の
福
尾
猛
一
郎
教
授
の
退
職
に
伴
い
、
同
年
四
月
、
関
西
大
学
文
学
部
史
学
・
地
理
学
科
に
着
任
さ
れ
た
。
着
任
後

は
、
戦
国
時
代
の
自
由
都
市
堺
の
研
究
を
進
め
、『
堺
│
中
世
自
由
都
市
│
』（
教
育
社
、
一
九
八
一
年
）
を
刊
行
さ
れ
た
。

堺
に
滞
在
し
た
、
東
福
寺
の
禅
僧
、
季
弘
大
叔
の
日
記
『
蔗
軒
日
録
』
の
分
析
を
中
心
に
、『
天
王
寺
屋
会
記
』、
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
報
告
を
あ
わ
せ
て
、
自

由
都
市
、
堺
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。
堺
は
戦
国
時
代
の
自
由
都
市
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
が
先
行
し
、
そ
の
実
像
は
十
分
議
論
さ
れ
て

き
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
度
々
の
戦
火
に
見
舞
わ
れ
た
堺
に
は
史
料
が
少
な
く
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
報
告
に
よ
る
都
市
と
し
て
の
性
格
が
象

徴
的
に
語
ら
れ
て
き
た
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
先
生
は
、
禅
僧
の
日
記
、
商
人
の
茶
会
記
を
巧
み
に
使
い
な
が
ら
堺
の
様
相
を
描
こ
う
と
し
た
。
堺

の
施
政
権
の
担
い
手
で
あ
る
会
合
衆
の
日
常
や
交
流
す
る
人
々
、
堺
に
居
住
す
る
禅
僧
の
生
活
、
そ
の
影
響
を
受
け
る
人
々
な
ど
興
味
深
い
様
相
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
た
。

そ
の
後
、
研
究
は
対
馬
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
膨
大
な
宗
家
文
書
の
調
査
と
整
理
に
向
か
っ
た
。
晩
年
に
到
る
ま
で
、
宗
家
文
書
の
分
析
を
も
と
に
し
た
、
江

戸
時
代
の
対
馬
藩
と
日
朝
関
係
史
の
解
明
に
精
力
を
注
が
れ
た
。

『
釜
山
窯
の
史
的
研
究
』（
関
西
大
学
出
版
部
、
一
九
八
六
年
）、『
近
世
対
馬
陶
窯
史
の
研
究
』（
関
西
大
学
出
版
部
、
一
九
九
一
年
）
は
、
日
朝
交
流
の
な

か
で
展
開
す
る
近
世
産
業
史
、
技
術
移
転
論
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
地

道
な
陶
器
窯
の
歴
史
的
研
究
は
、
陶
磁
史
、
茶
道
史
研
究
者
に
も
注
目
さ
れ
、
一

九
九
三
年
、
優
れ
た
古
陶
磁
研
究
者
に
与
え
ら
れ
る
、
第
一
四
回
小
山
冨
士
夫
記

念
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。

そ
の
後
も
、
宗
家
文
書
を
も
と
に
、『
対
馬
藩
藩
儒
雨
森
芳
州
の
基
礎
的
研
究
』

（
関
西
大
学
出
版
部
、
一
九
九
七
年
）、『
対
馬
藩
の
研
究
』（
関
西
大
学
出
版
部
、

二
〇
〇
二
年
）
と
い
っ
た
大
著
を
公
刊
さ
れ
た
。
雨
森
芳
州
は
、
近
世
日
朝
関
係

の
中
で
重
要
な
人
物
で
あ
る
が
、
外
交
官
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
が
強
調
さ

れ
る
の
を
批
判
し
て
、
藩
政
史
料
に
基
づ
い
て
そ
の
実
像
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ

ら
に
こ
れ
ま
で
の
宗
家
文
書
整
理
の
成
果
を
生
か
し
て
対
馬
藩
の
全
体
像
を
解
明

し
た
の
が
最
後
の
著
書
で
あ
る
。

近
年
は
、
対
外
交
流
史
が
盛
況
と
な
り
、
宗
家
文
書
や
対
馬
藩
の
動
向
は
注
目

さ
れ
て
い
る
が
、
先
生
の
お
仕
事
は
、
か
な
り
早
く
か
ら
こ
の
重
要
性
に
気
付
き
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研
究
が
進
め
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。
対
馬
藩
関
係
の
著
書
は
、
近
世
日
朝
関
係
史
の
基
本
図
書
と
し
て
、
こ
の
分
野
の
研
究
者
が
ま
ず
読
み
始
め
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

対
馬
に
の
こ
さ
れ
た
宗
家
文
書
は
、
膨
大
な
量
で
あ
り
、
先
生
は
、
大
学
の
休
暇
や
少
し
ま
と
ま
っ
た
休
日
の
た
び
に
対
馬
に
赴
き
、
現
物
史
料
の
カ
ー
ド

採
り
、
目
録
作
成
、
翻
刻
に
精
力
を
傾
け
ら
れ
た
。
調
査
の
折
に
は
、
大
学
院
生
や
学
部
生
を
伴
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の
中
か
ら
、
近
世
の
対
馬
藩
と
商

人
の
研
究
を
す
る
者
も
出
た
。
こ
う
し
た
成
果
を
も
と
に
、
長
崎
県
か
ら
宗
家
文
書
目
録
の
作
成
を
依
頼
さ
れ
、
長
年
対
馬
に
通
い
、
文
化
財
保
護
に
貢
献
さ

れ
た
。
宗
家
文
書
は
、
韓
国
に
も
の
こ
り
、
研
究
専
念
期
間
に
は
、
一
年
間
、
韓
国
に
滞
在
し
て
、
当
時
閲
覧
が
困
難
で
あ
っ
た
韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
所
蔵

宗
家
文
書
の
調
査
を
進
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
対
馬
に
お
け
る
外
交
機
関
で
あ
る
以
酊
庵
に
は
、
京
都
五
山
の
禅
僧
が
幕
府
の
命
で
赴
任
し
て
お
り
、
天
龍
寺
な
ど
か
ら
出
た
以
酊
庵
輪
番
僧
の
事

績
を
一
人
一
人
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
貴
重
な
成
果
で
あ
る
。

学
内
で
は
、
東
西
学
術
研
究
所
幹
事
と
な
り
、
上
記
成
果
を
も
と
に
、
東
西
研
の
有
力
メ
ン
バ
ー
と
し
て
調
査
研
究
に
励
ま
れ
た
。
文
学
部
自
己
点
検
評
価

委
員
会
委
員
長
、
長
年
の
入
試
主
幹
な
ど
で
も
貢
献
さ
れ
、
史
学
・
地
理
学
科
の
平
常
の
業
務
を
大
い
に
支
え
て
こ
ら
れ
た
。
学
外
で
は
、
堺
市
文
化
財
保
護

審
議
会
委
員
と
し
て
、
堺
の
文
化
財
、
景
観
保
護
に
も
尽
力
さ
れ
た
。

教
育
面
で
は
、
教
職
経
験
が
豊
富
な
こ
と
か
ら
、
学
生
へ
の
指
導
も
厳
し
く
、
ま
た
一
人
一
人
の
特
性
を
生
か
し
、
激
励
し
て
人
材
を
育
て
る
こ
と
に
も
熱

心
で
あ
っ
た
。
先
生
の
着
任
前
、
横
田
教
授
の
提
唱
で
、
授
業
外
に
大
学
院
生
、
学
生
有
志
が
集
う
中
世
文
化
研
究
会
（
後
に
中
世
史
研
究
会
）
が
結
成
さ

れ
、
こ
れ
を
指
導
さ
れ
た
。
考
古
学
・
古
代
史
研
究
会
と
並
び
日
本
中
世
史
を
専
門
と
す
る
学
生
・
大
学
院
生
の
研
究
会
が
活
動
し
始
め
、
中
世
史
専
攻
の
大

学
院
生
も
増
加
し
て
い
っ
た
。
こ
の
研
究
会
は
、
現
在
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

先
生
は
、
温
厚
か
つ
朗
ら
か
な
性
格
で
、
派
手
な
こ
と
は
好
ま
れ
ず
、
時
に
は
厳
し
く
、
時
に
は
快
活
に
学
生
た
ち
と
向
き
合
う
教
育
者
と
し
て
の
実
直
な

姿
勢
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
た
い
。

（
関
西
大
学
文
学
部
教
授
）
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